
新潟大学理学部同窓会会則改定(案)(前の会則を元に見え消しにしたもの)

第一章 総則
第一条 本会は、新潟大学理学部同窓会と称し、事務局は新潟大学理学部(以下本学部という)内に置く。
第二条 本会は、会員相互の連携と親睦、並びに資質の向上をはかり、併せて本学部と新潟大学（以下本

大学という）母校の発展、科学技術の振興と地域社会の発展に寄与することを目的とする。
第三条 本会は目的達成のため、次の事業を行う。

(1) 会員相互の親睦と連携、及び会員の現況等の把握に関すること。
(2) 会員の資質向上に関すること。
(3) 科学技術の振興に寄与すること。
(4) 地域社会に貢献する活動に関すること。
(5) 本大学全学同窓会、本理学部後援会との連携に関すること。
(6) 各支部単位の独自の活動は、これを積極的に支援するものとする。
(7) その他、本会の目的達成のため必要と認める事業

第二章 会員
第四条 本会の会員は、正会員、準会員、特別会員とする。
２ 正会員は、本学部、又は本大学大学院理学研究科を卒業等した者、或いは本大学の本学部以外を卒業
等した者で役員会が承認した在学した者で支部の構成員となっている者とする。

３ 準会員は、本学部の在学生とする。
４ 特別会員は、本会の趣旨に賛同し、役員会の承認を得た者とする。

第三章 支部
第五条 本会には、卒業等した学部を構成する学科またはプログラム単位、或いは地域毎に支部を設けるこ

とができる。
２ 地域支部は役員会の承認を得て上記の支部以外に地域毎に支部(以下地域支部という)を設けることが
できる設置する。

３ 支部の設置、改廃は役員会で決め、総会、代議員会に報告する。
４ 各支部には支部長を置き、支部長は支部を代表する。
５ 支部は、その円滑な運営のため、適宜規約を定めることができる。

第四章 役員等
第六条 本会に次の役員をを置く。

(1) 会長 １名 (2) 副会長 若干名 (3) 幹事長 １名 (4) 幹事 若干名 (5) 監事 ２名
第七条 本会に顧問を置くことができる。
２ 顧問は役員会の推薦を受け、会長が委嘱する。

第八条 会長は、各支部から推挙された者の中から、役員会代議員会において会長候補として選任･推薦し、
総会で承認する。

２ 会長は本会を代表し、会務を総括し役員会において議長を務める。
３ 副会長は会長が委嘱する。
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時はその職務を代行する。
５ 監事は､会長が委嘱し､会計及び会務の執行を監査し､必要に応じ役員会で意見を述べることができる。

第九条 幹事は正会員の中から各学科支部及び地域支部ごとに３名を選任する。
２ 幹事長は、幹事の中から会長が委嘱するものとし、幹事長は、幹事会において議長を務める。
３ 幹事は、本会の運営にかかる実務を処理する。

第十条 顧問は、会務に関して会長の要請により役員会等において助言する。
第十一条 役員の任期は３年とし、再任を妨げない。
２ 役員に欠員が生じた場合、後任役員の任期は前項の規定に関わらず、前任者の残任期間とする。
３ 監査以外の役員は他の役員と兼ねることができる。

第十二条 本会に事務局を置く。
２ 事務局に事務局長1名、および事務局員若干名を置き本会の事務処理を行う。
３ 事務局長は会長が委嘱し、事務局員は事務局長が委嘱する。
４ 事務局の事務処理内容、勤務条件等については役員会で定め、事務局運営にかかる細則に規定する。
５ 細則の改廃、内容変更等は役員会で審議、決定する

第五章 代議員
第十三条 代議員は、おおむね６０名とし､地域支部以外の各支部から正会員数に応じて選出するものとし、

各支部の定数その選出方法は役員会で決める。なお、定数は正会員数の変化に対応し、必要に応じ適宜
見直しを行うものとする。

２ 代議員は、各支部会員に代り定例総会が行われない年度の、会の年度毎の運営事案に関し審議・議決
する。

３ 代議員に欠員を生じた場合、適宜、所属支部から選出補填する。
４ 代議員の任期は３年とし、再任を妨げない。
５ 代議員に欠員が生じた場合、後任代議員の任期は前項の規程に関わらず、前任者の残任期間とする。
６ 代議員が役員が代議員を兼ねることを妨げないものとする。

第六章 会議
第十四条 会議は、総会、役員会、代議員会、幹事会とする。
２ 総会は、正会員により構成する。
３ 役員会は、監事以外の役員会長、副会長、幹事長、幹事により構成する。
４ 代議員会は、代議員及び役員により構成する。
５ 幹事会は、幹事により構成し、必要により委員会を設けることができる。

第十五条 総会及び役員会は、会長がこれを招集する。
２ 総会は、３年毎に開催する定例総会の他、役員会、または会員の発意により役員会が必要と認めたと



きに臨時的に開催し、会の運営にかかる次の重要事項を審議、議決する。
(1) 会長の承認
(2) 総会開催年度の事業計画、予算及び前年度の事業報告、決算報告の審議、議決
(3) 代議員会で審議、議決した各年度毎の事業及び、並びに事業費の報告の承認等
(4) 重要な会則の変更
(5) 財産管理で役員会が重要と判断したもの。
(6) その他、会の運営上重要な事項等

３ 役員会は、必要に応じこれを開催し、会務の運営にかかる事項を審議、決定する。なお、代議員会の
権能にかかる事項及び会長が必要と認める事項は、代議員会にこれを諮るものとする。

第十六条 代議員会は定例総会が開催されない年度に、年１回開催するものとし、会長がこれを招集する。
２ 代議員会は、次に掲げる事項を審議、議決する。
(1) 軽微な会則変更、及び細則等の制定、改廃に関すること。
(2) 会長の推薦に関すること
(2) 定例総会が開催されない毎年度の事業計画､予算及び前年度の、並びに事業報告、決算報告の審議、
議決、監査報告に関すること。

(3) その他、会長が代議員会に諮る必要があると認めた事項
第十七条 幹事会は、幹事長が招集する。
第十八条 役員会、代議員会は、それぞれ構成員の２分の１以上の出席をもって成立する。
２ 役員会又は代議員会に出席できない者は、書面をもって議長に委任することができる。
３ 委任状も出席に数える。

第十九条 各会議の議決は次による。
(1) 総会は、出席した正会員の過半数をもって議決する。
(2) 役員会及び幹事会は、出席者の過半数をもって議決する。
(3) 代議員会は、出席者の過半数をもって議決する。

第七章 会計
第二十条 本会の経費は、正会員、準会員、特別会員の会費または終身会費、入会金、寄付、その他の収入

をもってこれにあてる。
２ 本会入会の時は、入会金を納入するものとする。
３ 入会金、会費の額、及び納入方法は、役員会で決定し細則に定める。
４ 役員会で必要と認めたときは、臨時的な経費を徴収することができる。
５ 前項に規程にかかわらず、各支部で独自に行うの特別の事業活動に要する経費は、別途、支部構成員
から徴収できる。

６ 総会または代議員会前に実施される事業等の経費については役員会の了解を得て議決前に予算執行で
きるものとする。ただし、事後、直近の総会または代議員会で承認を得るものとする。

第二十一条 支部の運営経費については、年度ごとに役員会でこれを定め各支部に交付するものとする。
２ 各支部は、支部活動に関する毎年度の事業計画案、予算案、及び事業報告、決算報告を、翌年度の４
月２５日まで年度末に役員会に提出するものとする。

第二十二条 本会の会計年度は、４月１日より翌年の３月３１日までとする。
（附則）
１ この会則は、平成１６年８月２８日から施行する。
ただし、会費の徴収に関する条項については、平成１７年４月１日から施行する。

２ 本会則の施行に伴い、平成２年９月２６日制定の新潟大学理学部同窓会会則は、平成１６年８月２８日を
もって廃止する。

３ 経過措置
(1) 会則施行前の理学部同窓会、並びに各学科同窓会の所有する資産、平成１６年度事業は本会則施行に伴
い理学部同窓会、並びに各学科支部に引き継がれるものとする。

(2) 本会則承認時の総会に限り、第８条に規定する総会への会長推薦は、代議員会に依らず各支部から推挙
された候補者からとする。

４ 平成２３年６月１９日改正、同日より施行する。
５ 平成２５年６月８日改正、同日より施行する。
６ 令和７年 月 日改正、同日より施行する。

＜主な改訂点＞
１ 理学部が理学科一学科・プログラム制になったこと等に対応したこと。（学科が使えないこと等への対応）
２ 項と号の数字を変えるなど体裁を整理し、文章表現を整理したこと。
３ 会則以外の規則は役員会で決めるとしたこと。（規則を定める会議が定めてなかったため）
４ ３の関連で「支部の設置、改廃は役員会で定め、総会、代議員会に報告する」としたこと。
５ ３の関連で事務局の事務処理内容、勤務条件等を役員会で決めるとしたこと。
６ 定例総会の年に代議員会を行っていないことへの対応を規定したこと。
７ 監事以外の役員の兼務があることへの対応を規定したこと。(幹事、副会長、会長の兼務への対応)
８ 役員が代議員を兼務していないことがあるため、代議員会を代議員と役員で構成することとしたこと。
９ 会長は役員会で選任･推薦し、総会で承認することとしたこと。(総会の年は代議員会はないため)
10 4，5，6月の事業、事務経費を議決前に予算執行ができる項目を入れたこと。
11 委任状を出席と見なす規定を入れたこと。
12 支部の事業報告等を「事業報告、決算報告」のみとし、年度末ではなく、翌年度の4月25日までとしたこと。


